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                朝晩は上着が必要な気候になりましたが、子供たちの中には、ま

だ半袖で登校している子もいます。子供たちの元気なパワーに、こ

ちらまで元気になります。１０月のある朝は、金木犀の木の下がオ

レンジ色の小さな花で「じゅうたん」のようになっていて、子供た

ちは歓声を上げていました。１年生は第三中学校に行き、どんぐり

をたくさん拾ってきました。子供たちは秋の訪れをしっかりと感じ

取ってくれています。 

 さて、１０月のはじめに行われたスポーツフェスティバルは、それぞれの学年で工夫して実施され 

ました。おかげざまでお天気にも恵まれ、徒競走やリレー、玉入れ、綱引きなど運動会で行われる競 

技のほかに、全員ドッジボール、全員リレーなどを組み入れた学年もあり、どの学年も盛り上がりま 

した。また、６年生の陸上記録大会は校内で行われ、１年生から５年生までの力強い応援の中、６年 

生が自分自身の最大限の力を発揮し、とても頼もしい姿を見せてくれました。 

そんな６年生の素晴らしい取組を紹介します。その取組は、６年生の力で１年生を笑顔にする「１ 

年生スマイルプロジェクト」です。例年ですと、入学式や１年生を迎える会、縦割りによるなかよし

班の活動など楽しい行事がたくさんありますが、今年度は臨時休校の影響で何もできなかったために、

６年生の子供たちと先生方が考えてプロジェクトを計画しました。一緒に外遊びや昔遊びをして楽し

く過ごすことのほか、「どうぞのいす・どうぞのつくえプロジェクト」という活動も進めています。

道徳の授業「どうぞのつくえ」で、北九州市で全国の人々から寄付していただいた生活用品を介して、

人とのつながりを深めていく活動を行っている牧師の谷本 仰（たにもと あおぐ）さんの姿を学習

しました。谷本さんは、教会のスペースに机を置きその上に寄付された物をのせて、市民の方々と交

流をされています。「谷本さんの活動の原動力は何か？」「机を介してどのように人と人とがつなが

っていくのか？」などを考え、実際にリモートで谷本さんにインタビューを行いました。その学習を

通じて「みんなのために何かしたい！」という思いが更に強くなりました。谷本さんの活動とそのお

話に出てくる絵本「どうぞのいす」に感動した６年生が、１年生にその素晴らしさを伝えようと「ミ

ュージカル劇」にすることになり、この１ケ月一致団結して取組んできました。１年生もこの中に出

てくる歌やダンスを練習しています。１年生を笑顔にしたいという思いやりあふれる６年生の活動は、

ここからどのように広がっていくのか、とても楽しみです。 

学校教育目標 
心豊かな子ども 

進んで学ぶ子ども 

たくましい子ども 

  地域を愛する子ども 

 

 

1年生スマイルプロジェクト 

校長 來嶋 実樹子 
本校H.P. 

 
1 年生の児童から、すてきなコスモスをい

ただきました。ありがとうございました！ 


